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令和２年度事業報告 
 

 
自 令和 ２ 年 １月 １日 

至 令和 ２ 年12月31日 

 

森林・緑への関心が高まり、県民参加の多様な森林づくりが進められている中、緑の募金

活動を積極的に推進し、県及び市町村緑化推進委員会などと連携を図りながら、森林の整

備・緑化の推進、花とみどりの少年団の育成、森林・緑の普及啓発などに取り組みました。 

 

１．緑化祭事業 

(１) 「とやま森の祭典2020」の開催（準備） 

全国植樹祭により高まった県民機運を今後の森づくりにつなぐため、林業関係者、森林

ボランティアなどを含む幅広い県民の参加を得て、富山県との共催により、式典、表彰、

植樹などを内容とする「とやま森の祭典 2020」を計画しましたが、→ 新型コロナウイル

ス感染症対策のため開催を中止。 

  

＜計画＞ 

開 催 日   令和２年５月24日（日） 

開 催 場 所   魚津市出地内「魚津桃山運動公園」 

参 加 見 込   2,000人 

内     容   森づくり活動、展示コーナー、特産品販売、各種イベント、苗木配布 

 

※当日の表彰予定者については、７月 27日に富山県民会館において表彰を行いました。 

   区   分 賞 団体名・氏名 

令和元年度 富山県育樹活動コンクール 優 秀 賞 
荻生清文、坂本隆雄、松井富一、

安川自治委員会 

令和元年度 国土緑化運動・育樹運動ポス

ターコンクール 
最優秀賞 高橋 美千瑠 

令和２年度 緑化推進標語コンクール 最優秀賞 宮成 準 

優良花とみどりの少年団 ― 新湊花とみどりの少年団 

 

(２) 第 71回全国植樹祭への参加（延期） 

開 催 日   令和２年５月 31日（日） 

開 催 場 所   大田市三瓶山北の原（島根県大田市）ほか 

富山県参加者数    - 人 

→ 新型コロナウイルス感染症対策のため開催が１年延期。 

 

(３) 第 44回全国育樹祭への参加（延期） 

開 催 日   令和２年10月４日（日）  

開 催 場 所   北海道 

富山県参加者数    - 人 

→ 新型コロナウイルス感染症対策のため開催が１年延期。 
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２．花とみどりの少年団活動推進事業 

 (１) 体験学習・リーダー研修等の開催 

自然の中での活動を通じて森林・緑の大切さを学ぶとともに、団員相互の交流と連帯を深

め、人間性豊かな健康で明るい少年少女となることを目的に計画しましたが、→ 新型コロ

ナウイルス感染症対策のため開催を中止し、代替事業を実施。 

 

  ① 第 37回体験学習（中止） 

開 催 日   令和２年7月 27日（月）～28日（火）  

開 催 場 所   立山町芦峅寺字前谷「国立立山青少年自然の家」  

参 加 者   少年団（富山農林振興センター管内の少年団 ） 

引率、指導者（県フォレストリーダー等） 

研 修 内 容    クラフト体験（木笛・竹笛づくり）、森のふしぎ○×クイズ、野外炊飯 、 

キャンプファイヤー、テント設営・撤去等 

 

② 第44回リーダー研修（中止） 

開 催 日   令和２年８月 11日（火）  

開 催 場 所   富山市西金屋字長尾「富山県呉羽青少年自然の家」  

参 加 者   全少年団（各振興センター管内の少年団 ） 

引率者、指導者（県フォレストリーダー等） 

研 修 内 容   活動発表、講話、森林教室（森林の中で、緑や花について、ゲームを

とおして学ぶ「森林の体験ゲーム」）等 

 

③ 森林環境教育の副読本配布及び講師派遣（代替） 

副読本配布   花とみどりの少年団員のうち小学５年生（約 950名）を対象として、

森に出かけたときに役立つ「みどりのおもしろ発見ノート」を配布。  

講 師 派 遣   同上の少年団員が在校する小学校で希望に応じて富山県が認定する

フォレストリーダーを派遣して、森林環境に関する講座や木工クラフ

トを実施。 

※令和２年度 11月26日 南砺市立 井波小学校 

12月11日 射水市立 大門小学校 

【参考】令和３年度（１～３月予定） 

立山町立 立山小学校、射水市立 金山小学校、 

南砺市立 井口小学校 

 

(２) 地域活動の支援 

令和２年５月１日現在の県内の少年団数は、34団、団員数は、4,199名。 

・ 各少年団が、体験学習等の行事に積極的に参加できるよう運営費を助成。 

・ 専門講師から花や緑化木の管理などについて学ぶ「花と緑の教室」の開催に助成。 

（今年度は、当初、富山農林振興センター管内以外の少年団を対象としましたが、体験

学習・リーダー研修を中止としたことから、全少年団を対象としました。） 

 

(３) 花とみどりの少年団連絡協議会への助成 

県内の花とみどりの少年団で構成される「富山県花とみどりの少年団連絡協議会」の連絡・ 

調整及び少年団活動支援等の業務に対し、活動費の一部を助成しました。 
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３．森づくり・緑化活動支援事業 

(１) 森林・木材等普及啓発事業 

① 緑の体験学習の開催 

森林の働きや大切さの普及啓発を目的に、頼成の森・森林科学館と共催で実施しました。 

名  称 開催日 開催場所 内  容 参加者数 

緑に親しむ集い 
5月4日 

（みどりの日） 
県民公園頼成の森 

シイタケ植菌体験、プランタ

ー植え込み、林内散策などを

計画したが、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため開催

を中止し、準備したシイタケ

植菌済ホダ木を希望者に森

からの恩恵について普及啓

発し配付。 

62人 

 

② 木工教室への助成 

木材の良さの普及啓発を目的に、木工教室を行っている団体に対して助成しました。 

名 称 主 催 開催日 開催場所 内 容 

とやま木と住ま

いフェア2020 

富山県木材 

組合連合会 
10月10日 

富山県 

木材研究所 

親子で木工教室、間伐材製品等の

展示、木の遊具で遊ぼうなど 

 

③ 森林・緑普及広報 

（公社）国土緑化推進機構の広報誌「ぐりーん・もあ」や各種パンフレット類の配布等を

とおして森林・緑の効用を普及啓発しました。 

 

(２) 森林整備活動支援事業 

    下刈り、間伐等の森林整備を行う森づくりグループに助成しました。 

団体名 実施日 実施場所 内   容 参加者数 

新川森林組合 11月６日 

黒部市石田 

グリーンパーク

おおしま 

「新川森林祭」海岸林の植樹 

抵抗性クロマツ、ヤブツバキ、マテバシイ、

スダジイの植栽など 

54人 

 

(３) 学校環境緑化整備事業 

青少年の教育環境の改善、環境教育の推進を目的に、学校敷地内の緑化環境の整備を行う学 

校に助成しました。（（公社）国土緑化推進機構公募事業）  

実 施 校 事 業 名 ・ 内 容 完成式典 

氷見市立十二町小学校 
学校環境緑化モデル事業（（株）ローソン緑の募金） 

樹木剪定、オニバス池周辺整備、植樹（ｱｼﾞｻｲ 12本）  
11月６日 

富山市立山室中部小学校 
学校環境緑化モデル事業（（株）ローソン緑の募金） 

ビオトープ池周辺再整備、植樹（ﾊﾅﾐｽﾞｷ、ﾕｷﾔﾅｷﾞほか） 
11月19日 

 

 

４．緑の募金活動推進事業 

平成７年６月に制定された「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき、

森林の整備や緑化の推進、緑化思想の高揚を図る目的で、春期（３月１日～５月 31 日）及

び秋期（９月１日～10 月 31 日）の緑の募金期間に、市町村緑化推進委員会などの協力を得

て、募金趣意書や緑の羽根、リーフレットなどの募金資材を家庭、職場、企業、街頭などで

配布し、広く県民から「緑の募金」を募りました。 
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なお、例年、全日本チンドンコンクール（４月初旬）、みどりの日（５月４日）には、理

事、募金運営協議会委員、花とみどりの少年団等の協力を得て、街頭募金を行っていますが、

本年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため中止しました。 

また、緑の募金ポスターなどを県、市町村、企業などに配布するとともに、県内主要テレ

ビ放送局に「緑の羽根」の着用を依頼するなど周知を図りました。 

 

(１) 緑の募金実績 

募金額は13,514千円であり、対前年比 97％となりました。 

主力は家庭募金で募金額の約78％を占めています。募金区分別の内訳は次のとおりです。 
（単位：千円、％） 

区 分 家庭募金 街頭募金 職場募金 企業募金 その他 計 

  Ｒ元 10,370 427 971 2,145 5 13,918 

  Ｒ２ 10,444 458 724 1,888 - 13,514 

構成比 78 3 5 14 - 100  

前年比 101 107 75 88 - 97 

(２) 緑の募金の使途 （単位：千円、％） 

使 途 緑 化 祭 

花とみどり

の少年団

活動推進 

森づくり・

緑化活動

支 援 

緑の募金

活動推進 

緑の募金

緑化推進 

緑化普及

啓 発 

国土緑化

推進機構

交 付 金 

次期への

繰越金 
合 計 

事業額 798 1,154 781 1,666 5,983 875 109 2,148 13,514 

比 率 6 9 6 12 44 6 1 16 100 

 

 

５．緑の募金緑化推進事業 

(１) 地域緑化活動の推進 

各市町村緑化推進委員会に対し、取り扱った募金額（機構振込額）の６割を限度として、「地

域緑化推進費」を交付し、地域における森林の整備、緑化の推進、花とみどりの少年団の育成

等を支援しました。 

 

(２) 緑化木配布事業 

緑化意識の高揚や緑化活動の推進を図るため、次の緑化木配布事業を実施しました。 

① 「第69回富山県をよくする会」表彰に際し、記念樹ツバキ 19鉢を贈呈しました。 

（主催者：富山県をよくする会） 

② 「みどりの日」記念植樹として、小学校６校、中学校１校、高等学校１校、視覚総合支援

学校１校の計９校に苗木83本と標柱を配付しました。 

 

            樹  種                                              

配 布 校 

ドウダン 

ツツジ 

ハナ 

ミズキ 
サクラ アジサイ ユズ その他 計(本) 

黒 部 市 立 宇 奈 月 小 学 校 3 4 1    8 

魚 津 市 立 経 田 小 学 校  2 1    3 

富山市立水橋東部小学校 7     6 13 

南砺市立福光中部小学校    30   30 

小 矢 部 市 立 石 動 小 学 校   5    5 

氷 見 市 立 灘 浦 小 学 校   5 2   7 
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富 山 市 立 山 室 中 学 校 5     2 7 

富山県立富山北部高等学校      1 1 

富山県立富山視覚総合支援学校 5 2   2  9 

計 20 8 12 32 2 9 83 

 

③ 「ふるさとの学び舎記念植樹」 

将来を担う子供たちが、緑化に対する理解と緑を育む心を育てることができるよう、創立 

記念、卒業などの節目に学校に植栽する記念樹と標柱を贈呈します。 

実 施 校 記念植樹の目的等 植樹式 

富山県立富山中部高等学校 （目的） 創立100周年記念  （樹種） 紅梅、白梅 
令和3年 

2月18日予定 

 

 

(３) 緑化推進団体活動支援事業 

「2020 とやまの森づくりボランティアの集い」を、とやまの森づくりサポートセンターと共

催で実施しました。 

開催日 開 催 場 所 内 容 参加者数 

９月19日 県民公園 頼成の森（砺波市頼成） 育樹活動（枝打ち、釜研ぎなど） 60人 

 

 

６．緑化普及啓発事業 

  緑化意識の高揚や緑化活動の推進を図るため、緑の募金を活用し、次の各種コンクール及び 

表彰を実施しました。 

(１) 国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクールの実施と入賞作品の展示 

県内の小、中、高等学校の児童・生徒を対象に募集し、審査委員会（田添等楊委員長 他７ 

名）を開催し優秀作品を選定しました。（県教育委員会、北日本新聞社後援） 

上位作品の中から 13点（小学校６点、中学校４点、高等学校３点）を（公社）国土緑化推 

進機構主催のポスター原画コンクールに応募しました。 

 

応募点数  193点    応募校数  29校 

入 賞 者   55人（最優秀賞 1人、優秀賞 9人、優良賞12人、入選 15人、佳作18人） 

■ 最優秀賞  小矢部市立 大谷中学校 ２年 中谷 百花 

■ 優 秀 賞 

魚津市立道下小学校 3年 四方   音寧 射水市立大門中学校 1年 元井 亜加里 

小矢部市立大谷小学校 3年 福岡   銀河 高岡市立志貴野中学校 3年 島田 くるみ 

上市町立上市中央小学校 5年 酒井  佑寧 県立富山北部高等学校 1年 吉原  佑香 

立山町立立山小学校 6年 栃山   陽菜 富山第一高等学校 1年 石川 ここあ 

射水市立大門中学校 1年  東   稟桜  

■ ポスター原画入賞作品の展示 

平成31（令和 元）年度最優秀賞、優秀賞、優良賞作品等の展示 

令和２年３月２日～３月27日 北陸銀行富山駅前支店 

令和２年４月７日～４月30日 富山トヨペット(株) 
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  (２) 国土緑化運動・育樹運動標語コンクールの実施 

緑化を推進するポスターなどに使用する標語を募集し、審査委員会（羽根由 審査員他３名）

を開催し優秀作品を選定しました。（北日本新聞社共催） 

また、最優秀賞、優秀賞、優良賞の上位 10点を（公社）国土緑化推進機構の標語コンクー

ルに応募しました。 

 

応募点数 355点（応募者数：児童・生徒345人、一般10人） 

入 賞 者  50人（最優秀賞 1人、優秀賞2人、優良賞7人、入選20人、佳作20人） 

 

■ 最優秀賞 

「小さい種 一つ一つが 夢となる」    朝日町立さみさと小学校 ６年 宮成 準 

■ 優 秀 賞 

「そだてよう 小さななえと ぼくのゆめ」 朝日町立さみさと小学校 １年 土居 龍空 

「小さな芽 みんなで育て 笑顔さく」   魚津市立清流小学校   ４年 金盛 円 

 

 (３) 富山県育樹活動コンクールの実施 

    県と共催で、枝打ち、除間伐の育樹活動に努力し、優秀な成績を収めた者を選定しました。 

■ 最優秀賞（知 事 賞） 谷川 直樹 （黒部市）        

■ 優 秀 賞（理事長賞）  野口 正幸 （富山市（旧大沢野町）） 

尾近 三郎 （富山市（旧大山町）） 

前田 純郎 （高岡市） 

東山見森林振興会（会長 京部 昭一）（砺波市（旧庄川町）） 

 

 (４) 優良花とみどりの少年団の表彰 

   模範となる活動をした少年団を表彰しました。 ■ 新湊花とみどりの少年団 

 

(５) 愛鳥ポスター原画コンクールの後援 

令和２年度愛鳥ポスターの募集について、県及び県教育委員会の主催に後援しました｡ 

応募点数    255点 

応募校数     22校 

とやま緑化推進機構理事長賞  10点 

 

 

７．(公社）国土緑化推進機構への交付金 

   「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」第 18条の規定により、緑の募金による寄

附金の一部を（公社）国土緑化推進機構へ交付しました。なお、募金額の２％＋25万円を交付

することになっています。 

 

 

 


